
※ＮＩＴＥ　：　（独）製品評価技術基盤機構

◆事故防止のために
・調理中はその場を離れないでください。
・グリル使用後は必ず洗ってください。たまった魚の油脂などの汚れに引火して発火することがあります。
・ガスこんろの使用後は、消火していることを確認してください。特にグリルの炎は見えにくいので注意が
　必要です。
・グリル受け皿に水が必要なグリルは、必ず水を入れてください。
・グリル付近にカセットこんろやスプレー缶、ふきんなどの可燃物を置かないでください。

◇ 平成22年4月の重大製品事故公表情報（消費者庁） 〔単位：件〕　

・電気洗濯機 ・インターホン

・電気洗濯乾燥機 ・折りたたみ椅子

・ＩＨ調理器 ・鍋

・テレビ（ブラウン管）

・ディスプレイモニター

・ＡＣアダプター（インターホン用）

※ 詳細な情報は、消費者庁のホームページをご覧ください。
（http://www.caa.go.jp/safety/index.html）
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その他の主な製品の内訳その他空気清浄機
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電気ストーブ（カー
ボンヒーター等）

ガス機器・
石油機器に
関する事故

　ガス機器･石油機器以外の製品に関する製品起因が疑われる事故
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今月のトピックス

消費者庁が発足しました。

　　　　　　　　　　～　ガスこんろのグリルの使用にご注意ください　～
　ＮＩＴＥ製品安全センターに通知された製品事故情報のうち、ガスこんろの魚を焼
くグリルによる事故が平成16年度から平成20年度の５年間に241件あったことが
わかりました。そのうちの９割近くの209件は消費者の誤った取扱いや不注意によ
る事故でした。
　原因別では「魚の油脂などのグリルの汚れに着火」する事故が124件と約半数を
占め、他には「火の消し忘れ」や「グリル周辺の可燃物に着火」するなどの事故が
多く発生しています。グリルの受け皿を清潔にするなど、取扱説明書に従って正し
く使用し、思わぬ事故を引き起こさないよう注意してください。
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　製品本体や取扱説明書には、安全に、快適に使用できるように様々なお願いを表示しています。なかでも、
以下の３つの表示については、表示を無視して誤った使い方をすると、ケガをしたり火災などが発生したりす
ることがありますので、よく読んで、必ず守りましょう。
　
　　　　　危険　　・・・　　誤った使い方をしたときに、死亡や重傷に結びつくもの
　　　　　警告　　・・・　　誤った使い方をしたときに、死亡や重傷に結びつく可能性があるもの
　　　　　注意　　・・・　　誤った使い方をしたときに、傷害または家屋・家財などの損害に結びつくもの
　

安全確保のための表示は必ず守りましょう


